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後期前半が終了します。
～自分が決めた進路の実現に向けて心身の「弱点補強」をしましょう。～

長いようで短かった後期前半が今日で終わりました。皆さんにとっての今 こえだのとうさん、どうでしたか。

学期はどうでしたか。振り返って、どんなことが思い出されますか。
先週からのミチザネノートには「今年ももう終わりですね、早かったな～」という声と、「後期前半は長

かったな･･」という声とが半々で、それぞれがこの学期に起こった出来事を改めて振り返り、感じたのだ
なと思いました。

今学期は、進路の選択について誰もが自分と向きあわなければならない学期でした。
「自分と向きあう」ということは、自分の良さや持ち味だけを見るのではありません。その裏にある「自

分の弱さや我慢との戦い」も要求されます。自分の進路先をどこにするのかとまどったこと、思うように成
績が伸びずに悩んだこと、自分だけが失敗するのではないかと不安になったこと、毎日が勉強中心の生
活スタイルになり、学校の様子も同じような雰囲気の中で過ごすことへの戸惑いなど、勉強以外の部分
でも悩みが多かった学期だったと思います。

そのような中でも、皆さんは、３年生として落ち着いて過ごすことができました。
テスト前には、お互いに教え合ったり、問題を出し合ったりして学び合う姿や、中学校最後の合唱コンク

ールに向けて一生懸命練習する姿、昼休みは進路の尽きない悩みを相談して語り合う姿など、それぞれ
がつながり合う姿が多く見られました。
前回の学年通信で「進路決定から実現に向かうこれからの時期は、ぜひ『助け合える』温かい雰囲気

を大事にしましょう」という話をしました。
受験勉強や進路決定は大変なことだけど、ゴールは日1日と近づいています。

「自分だけがきつい」思いを「きついのは自分だけじゃない」に変えて、希望する進路先に着実に近づけ
るよう、体調に気をつけて過ごしてほしいと思います。

今年の世相を表す文字は「戦」でした。ロシアのウクライナ侵攻や、その影響を受けて円安や物価高で
家計が苦しい戦いを強いられた一年でした。
逆に、ＦＩＦＡワールドカップサッカー大会での日本チームの「ジャイアントキリング」の戦いぶりは、コロ

ナ禍と物価高で閉塞感ただよう私たちに、勇気と希望を与えてくれました。試合後の整頓されたロッカー
や、サポーターの清掃活動、森保監督の美しいお辞儀など、日本人らしい美徳と誇りを世界に知らしめた、
まさに「ブラボー」なものでした。
戦いひとつとっても、人々に苦しみをもたらすものものあれば、喜びを与えるものもあります。
来年は、世界中の人々が、安心安全な中でフェアプレーを楽しめる年になることを祈るばかりです。

そして、皆さんは明日から冬休み、最後の戦い・追い込みになります。これからの大事な時期に向けて、
「きついのは自分だけじゃない」前向きな志で、冬休みを過ごしてください。健闘を祈っています。

Que cette nouvelle année ２０２３ vous apporte joie et douceur.Joyeux Noël et Bonne année !

★連絡
① 学校から配られた「冬休みの生活について」をよく読み、冬休みを過ごしましょう

特に、年末年始は事故や事件が起きやすい時期でもあります。外出には十分気をつけましょう。
② 入試に向けて、頭髪や爪、服装を整えておきましょう。また、感染拡大を防ぐためにも、不要不急

の外出は控えたり、マスク・うがい・手洗いなどを欠かさずに行いましょう。
③ 何かの用事で学校に来るときは、まず事前に電話連絡の後、制服で来ましょう。
④ 12月28日（水）～１月４日（水）は閉庁となっております。

★後期後半の主な行事 ＊日程は変更されることがあります
１月 １０日（火）後期後半始業集会・学年集会（生活点検）・授業

１１日（水）冬休み課題テスト※範囲はすでに配布しています。
１２日（木）福岡第一高校パラマ入学試験
１３日（金）第一薬科大学付属高等学校パラマ入学試験
１８日（水）調査書作成委員会（午後より放課）
２０日（金）福岡・筑後地区私立高校専願入学試験
２５日（水）公立高校特色化選抜入学試験

２月 ０３日（金）福岡地区私立高校前期入学試験
０７日（火）公立高校推薦入学試験・博多青松高校Ⅰ期試験
０８日（水）公立高校推薦入学試験・博多青松高校Ⅰ期試験
０９日（木）３学期末試験（３年生は国数社理英のみ）
１１日（土）福岡地区私立高校後期入学試験
１２日（日）国立高等専門学校入学試験
14日（火）調査書作成委員会（午後より放課）

３月 ０７日（火）公立高校一般入学試験・博多青松高校Ⅱ期試験
１０日（金）卒業証書授与式
15日（水）公立高校合格発表

保護者の皆様
本日で後期前半が終了しました。今学期は、進路の選択と決定において子どもたちが自分自身と

向き合う大事な４ヶ月でした。
子どもたちは、初めての進路の選択と決断を目の前にして、各々が壁にぶつかり悩みました。勉強

中心になった毎日の生活の中で、思うように成績が伸びなかったり、好きなことを我慢することがで
きずに自分を見失ったり、自分勝手な行動をとることも見られ、進路指導以上に生徒指導に苦慮す
ることもありました。
進路とは、高校合格に向けて勉強するだけではなく「自分と向き合い、自分の力で生きていく」力

を体得することでもあります。しかし、初めての進路でどの子もとまどいがあることと思います。
冬休みの生活の中心が家庭になるこの機会に、ぜひ保護者の方がご自身の進路の選択で経験

されたことなどをお話いただければ、子どもたちも心の重荷が少し軽くなり、進路の実現に向けて気
持ちを新たに頑張れることでしょう。
本日よりお子様をご家庭におかえしいたします。来年の春が子どもたちにとって、またご家庭にと

ってすばらしい春になりますよう願っております。
ご家族の健康に十分ご留意されて、良い年をお過ごし下さいませ。

太宰府市太宰府中学校 ３年部一同


